
グランモール公園再整備工事(修景施設等)
工事ダイジェスト

はじめに

当工事は３ヵ年にわたるグランモール公園再整備工事の一期工事となり、20年来親しまれてきた

グランモール公園を施設等の老朽化や周辺環境の変化にあわせて、新たな修景施設等に更新

することにより、より快適に過ごせる空間を目指して行う工事になります。また、平成29年春に

開催されます「第33回全国都市緑化よこはまフェア」のメイン会場にもなるなど、今後横浜を代表

する公園のひとつでもあり、請負者として非常に身の引き締まる思いで工事にのぞみました。

担当監督員との打合せの後、上記のような工事告知ポスター、看板を製作し、利用者への方々

に工事開始の告知を行うと共に近隣関係者（マンション理事会、三菱地所（マークイズ含)、本町

小学校）へそれぞれ説明に伺いました。

また、当工事の数少ない仕上げ工事になっている大水面に関しては監督員より頂いたイメージ

写真などを共有し、完成後のイメージを共有して工事にのぞみました。

施工：サカタのタネ・田口園芸建設共同企業体



グランモール公園再整備工事（修景施設等）

□安全管理

　多くの人が集まるグランモール公園（美術の広場）は以下のような特性があります。

1 本町小学校に通う子供たちの通学路になっていること

2 近隣オフィスに通う通勤客の経路になっていること

3 美術館をはじめとするみなとみらい地区の観光施設を結ぶ主要な

動線になっていること

4 商業施設（マークイズ）などはみなとみらい駅と直結しており、駅前広場

的な要素も持ち合わせていること。

上記のように複雑な動線を工事の為に一斉に閉鎖することができないため、最初に工事の

区画整理から開始しました。

各工程の段階ごとに歩行ルートなどが変わっていくことを説明するとともに、それぞれの段階

で予想される要素（例えば、撤去工がメインの段階では音、粉じん等）について説明し、ご理解

頂くことにつとめました。また、小学校の通学に関しては保護者の方から工事エリアに子供が

立ち入ることを心配される声がきかれた為、作業員通用口に下記のような措置を講じたり、

通学時に交通誘導員を配置し声掛け運動を行うなどを実施しました。

交通誘導員による朝の声かけ 子扉の二重ロックによる侵入禁止措置
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工事開始直後は撤去工がメインとなり、予想されることとしては振動、騒音、粉じんなどによる

近隣からの苦情などがあります。これらの対策として、現場では下記のようなルールを設け

ました。

1 ピック、ブレーカー等は極力使用せず、ニブラによる破砕をメインとする。

2 粉じん防止の為、撤去工期間中は毎日現場内にて散水養生を実施する。

3 特にマークイズ「アマルフィ」（レストラン）前においては細心の注意を払い、

防音、粉じん飛散等対策として防音シートやぐらなどの措置をとる。

　　　破砕機（ニブラ）による

　　　取り壊しと散水による

　　　飛散対策

　　　アマルフィ前防音、粉じん対策
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各作業員については、常に周囲から見られている環境での作業であることを周知し、

施錠管理の徹底や、休憩等についてのルールを新規入場で徹底しました。

　当該工事は当ＪＶだけでなく、電気工事JV,設備工事JV,2期工事ＪＶと、複数の業者

で場内を共有することになるため、当ＪＶが5月から10月末までの期間、「統括安全

衛生管理義務者」として当現場の安全管理のとりまとめを行いました。実施していた

内容としては以下の通りです。

1 朝の全体朝礼ではラジオ体操にはじまり、各エリアごとの当日作業内容、

危険ポイント、隣接作業等の確認

2 毎日13時からの職長ミーティングにて、翌日作業の調整と週間工程などの説明

3 毎月1回の現場内安全大会にて、各所危険ポイントや作業員要望事項のヒアリ

ングなどを行い、快適な職場づくりを行いました。

4 周辺道路への環境対策として、路面清掃やバリケードフェンス外周の落葉清掃
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□施工管理

作成した工程、フェーズ図を各ＪＶに周知し、作業間調整を行いながら、スムーズな施工を

行いました。

マークイズ前の140ｍに渡るＵ字溝について、工期短縮による商業施設への負担緩和を

目指し、現場打ちの仕様からＰＣ製品への仕様変更提案を行いました。

当工事の特長でもある仮囲いの盛替えについては各ＪＶとも決められた期日までに残工事

のないよう調整を行い、歩行者に注意しながら盛替えを実施しました。また歩行者用夜間

照明などについては電気ＪＶの協力のもと、仮設フェンスと合わせて盛替えを行いました。

仮囲い盛替え作業中 仮囲いの盛替え日程なども告知
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□現場管理

　大水面工について9ｍ×30ｍの大規模なスケールに対して、張る水の水深は4㎝しかない

ため、高さ管理に関して慎重に行いました。出来形管理以外の部分で、生コン打設時にもオート

レベルでこまめに高さを確認しながら施工を進め、管理につとめました。

　当初予定されていた大水面の不等沈下防止の為の安定処理工について、予定床付け高

4.0m付近の土を採取して一軸圧縮試験を行いましたが設計強度を満足させる結果が出ず、

かつ安定処理工では施工時に大量の粉じんが舞うなどの問題点もあり、軽量コンクリート

にて躯体をつくるかたちに変更となりました。

　施工をすすめていく段階で図面の仕様でいくと、わずかな隙間から水が逃げてしまうことが

判明し、防水処理を追加して適切な処置につとめました。

外周グレーチング周りの防水処理
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　撤去工が約15％もの比率を占める中で、撤去する構造物のボリュームを把握することが
非常に難しい作業でした。舗装も場所によって厚さが図面と異なっていたことと、いくつかの
工区に分かれていたことなどで、全体のボリュームの把握には最後まで時間を費やしました。

　南橋詰広場のベンチＣ，Ｄ，Ｅ工については自由曲線による躯体構造のベンチで特殊型枠を
製作し、作業にあたりました。連結部については細心の注意で接合しました。また、表面のテラゾ
仕上は施工時期が夏場ということもあり、日よけを設置して表面の乾燥に注意を払い施工しました。

　　自由曲線による特殊型枠

日よけにて表面を保護
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　美術館前の芝生に関して、施工面積が1000m2以上あり、緑のじゅうたんとして重要な役割を
持っており、また非常に目立つエリアでもあります。芝生の平坦性を高めるためにコ－トロ－ラ－で
入念に転圧後、目砂散布車で均一に散布しその後にブラッシングを行い品質を高めました。
また、春の芽出しを助長させる為にステラ（化成肥料）を30ｇ/m2散布しました。

コ－トロ－ラ－による転圧

目土ブラッシング

目土散布車

       ステラ散布
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□第三者対応

通常の公園と比較して、かなり特殊な環境ともいえるグランモール公園での工事では、とにかく
第三者からのクレームを頂かない、ということに細心の注意を払いました。

工事の仮囲いには目隠しとは別に近隣施設の営業を妨げぬよう、各種ターポリンを製作し
掲示しました。また、台風の際にはこれらを一時的に撤去するなどして安全につとめました。

上記以外にも仮囲いの移設に伴うお知らせは監督員より
頂いたものを都度の移設に伴い掲示し、わかりやすい誘導
につとめました。
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南橋詰広場脇の駐輪場については年中無休の24時間営業ということで、動線の確保に配慮
しました。小さな面積ではありますが、その中を区分けして工事を進めました。

近隣道路対策として、場内の主要動線には鉄板を敷設し、またその上でタイヤの泥を落とすよう
指導を行い、周辺の防汚対策としました。

グランモール公園再整備工事の一期工事として、二期工事以降の業者にスムーズに
渡していけるよう、近隣対策については特に重点を置いて安全作業にあたりました。
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大水面工
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着工前

着工前

着工前
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着工前

着工前

施       工 サカタのタネ・田口園芸建設共同企業体

発  注  局
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自：平成27年4月14日　～　至：平成27年12月28日

横浜市環境創造局 公園緑地部 公園緑地整備課

工  事  名

工       期
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